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ＩＣＴ活用工事の実施状況
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ICT活用工事の対象工種

対象拡大

２



 国土交通省の要領改定に合わせて、ＩＣＴ活用工事（ＩＣＴ土工）の施工者希望型の１つとして、「簡易型」を創設する予定です。

ＩＣＴを活用し生産性向上！簡易型の活用を！(改定検討中)

簡易型
対象

プロセス 積算方法

①３次元
起工測量

任意
(外注可) 見積計上

②３次元設計
データ作成

必須
(外注可) 見積計上

③ＩＣＴ建設機械
による施工

任意
(外注可) ＩＣＴ歩掛

④３次元出来形
管理等の施工管理

必須
(外注可)

諸経費率計上
(実施状況により一部補正)

⑤３次元データ
の納品

必須
(外注可)

諸経費率計上
(実施状況により一部補正)

【簡易型の対象プロセス、積算方法】

 （問合せ先）
 高知県 土木部 技術管理課 設計基準担当
 E-Mail：170601@ken.pref.kochi.lg.jp
 TEL：088-823-9826 
 FAX：088-823-9263

 

【簡易型の実施イメージ】
①発注図を基に設計データの作成

②ＴＳにデータを取込み、施工管理

ＩＣＴ活用工事が
ドローンがなくても可能！！

ＩＣＴ活用工事
の問合せ等

お待ちしています
光波の買換え時
期なら今なら
杭ナビ等がお勧
め！！ 3



ＩＣＴ土工の施工者希望型の解説(改定検討中)
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②３次元設計データを自社で作成

 ①～⑤
全てを実施

  
内製化

チャレンジⅠ型
施工者希望

Ⅰ型
簡易型

(①と③の
実施は任意)

ICT活用工事５つのプロセス
①３次元起工測量 
②３次元設計データの作成
③ＩＣＴ建設機械による施工 
④３次元出来形管理等の施工管理 
⑤３次元データの納品 

 ①～⑤
全てを実施

  内製化
チャレンジⅡ型

(③と④の
実施は任意)

YES

YES YES

NO

NONO

（追加改定予定） （改定予定） （名称変更） （追加改定予定）
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（参考）国土交通省HP
対象工種や使用技術から作業フローへ、作業フローから再編版要領の記載箇所
へリンクすることができる。

①

②

③



・令和２年度に運用が開始したＩＣＴ土工(内製化ﾁｬﾚﾝｼﾞ型)の実績が大きい 6

令和元年
i-Con大賞

優秀賞
福留開発(株)

令和２年
i-Con大賞

国土交通大臣賞
（有）高橋建設

※令和3年度は、令和3年に契 約した工事



ＩＣＴ活用工事の普及拡大の取組み



技術管理課の普及拡大の取組み

①要領改定 ②研修の充実

①ＩＣＴ構造物工の制定,ＩＣＴ舗装工にＩＣＴ路盤工を追加
 ＩＣＴ海上地盤改良工を制定予定･ＩＣＴ土工に簡易型を追加予定
②研修の充実（ＩＣＴトップランナー研修会を追加）
 各種研修資料をHPに公開
③ＩＣＴ活用工事にかかる現場相談・協議の実施(現時点：23回)
④施工計画書の記入例等を作成(技術者研修会資料に追加)
 ＩＣＴ活用工事Ｑ＆Ａ集をＨＰに公開(４工種７件)

（改定～現場支援のサイクル）

③実態把握 ④現場支援

7今後必要な現場支援は何か？？



発注者研修等の資料をＨＰに公開
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https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/170601/2021071600287.html

発注者のチェックポイント

=　受注者のチェックポイント



  WEB会議：６回 ，  現地：７回，  対面協議：１０回  合計：２３回  

ＩＣＴ活用工事にかかる現場相談・協議の実績
令和３年11月15日時点

 県下の土木事
務所や建設業者
からＩＣＴ活用
工事にかかる相
談を月に２～３
件(４月以降に
23回を実施済)
で実施中。
 状況に応じて、
柔軟に協議方法
を選択(WEB会
議・協議・現場
協議)。 
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発注図を画面共有し、相談  

ＷＥＢ会議で発注者・受注者の疑問解消，現場ニーズの把握

ＷＥＢ会議を実施した受発注者のコメント
＜発注者＞
 資料をモニターを通じて確認しながら進めることで内容を容易に理解でき、時間の短
縮につながった。
＜受注者＞
 問題点について資料を基にリアルタイムで３者会議(質疑応答)ができる為、迅速な対
応・解決ができて良かったです。

研修資料を基に、内容の解説 
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現場協議も可能

現地で発注者・受注者の疑問解消，現場ニーズの把握

現地協議を実施した受発注者のコメント
＜発注者＞
 １：受注者と課題点の確認 → ２：技術管理課と課題点の協議 → ３：回答を踏
まえ受注者と協議等・・・。発注者の立場では3回かかる協議が1回で完了！
＜受注者＞
 初めてのICT取組みで、問題点すら解らない状態であったが、他の現場事例等説明を受
け理解が進んだ。

実施図面を基に３者で協議
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分からない点を個別フォロー  

対面協議で発注者・受注者の疑問解消，現場ニーズの把握

対面協議を実施した受発注者のコメント
＜発注者＞
 今回の協議により業者の不安も解消されたようで、ICT工事を初めて行う業者にとって
は心強い取り組みであると思う。
＜受注者＞
   モニターによるICT活用工事の説明で分かりやすかったです。
 技術管理課の方から色々語りかけてくれたのでとてもやりやすかったです。

ＩＣＴ活用工事計画書について３者協議
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令和３年度の現場支援①
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令和３年度研修会資料にＩＣＴ版の施工計画書記載例を追加



令和３年度の現場支援②
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ＩＣＴ活用工事のＱ＆Ａ集の作成とＨＰに公開

ＩＣＴ土工(３件)・舗装工(１件)・法面工(２件)・
ＩＣＴブロック据付工(１件)の４工種７件のよくある
質問を図や要領抜粋等を用い、Ｑ＆Ａに整理して、ＨＰ
に公開中

試行要領等を表にまとめ
て、分かりやすく公開中



令和３年度の現場支援②
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Ｑ＆Ａ集の事例
(ＩＣＴ土工 河川工事等で水面以深の地盤線の３次元起工測量について)



令和３年度の現場支援③
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令和３年４月に「建設業デジタル化促進モデル事業」を創設

チャレンジコース　17件，ステップアップコース　６件を７月に採択済



現場にあったＩＣＴ活用工事の検討



ＩＣＴ土工の各プロセスにおける実施方法の比較
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プロセス 方法 長所 短所

３次元起工測量

ＴＳ測量 初期投資が少ない 測量時間が長くなる

ＴＬＳ測量 傾斜のある測量に有利 測定範囲が狭い
盛り換え必要

ＵＡＶ測量 測定範囲が広い 傾斜のある測量に不向き

３次元設計データ作成
内製化 技術力が向上する 作成時間が必要

外注 専門知識が無くても可能 技術力が向上しない

ＩＣＴ建設機械による
施工

従来 初期投資が不要 生産性の向上が見込めない

ＴＳ 衛星が入らないところで
施工可能

100mを超えるとＴＳの位置を
変える必要あり

ＧＮＳＳ 制約無く重機が動ける 衛星が入らないと施工不可

３次元出来
形管理等の
施工管理

出来形
面管理

(経費補正あり)

測量が短時間で可能
測点間の施工精度の評価
が可能

出来型検測の点群測量が必須
施工精度が要求される

線管理 従来通りの管理が可能 測量時間を要する

現場条件・工事規模及び自社機材により効果的なプロセス・手法が変わるため、

ＩＣＴをどのように活用するか「柔軟な判断」が必要
【小規模工事には、規模に見合ったプロセス・方法の選択が必要】


